愛と尊敬
結婚のバランス
エペソ人への手紙 5:33
エペソ人への手紙5章で結婚についての教えの頂点に達した後、パウロは「それにもかかわらず」という、簡潔でありながら深遠な一語によって、読者を現実へと引き戻します。まるでこう言っているかのようです。「キリストと教会に関する神聖な奥義についてこれまで述べてきたことを踏まえて、これを日々どのように生きるのかを示そう。」天から家庭へと移るこの転換は、パウロが結婚の霊的な美しさと実際的な困難の両方を理解していたことを示しています。
「それにもかかわらず」への移行
ギリシャ語で「それにもかかわらず」と訳されている語（plēn）は、転換点を示します。パウロは、結婚を教会に対するキリストの愛の反映、すなわち永遠に根ざした奥義として、今述べたところです。しかしここで彼は焦点を日常生活へと戻します。そこでは、夫と妻が高慢、誤解、そして感情的な必要に苦闘しています。
パウロの語調は、啓示から現実的な認識へと和らぎます：
そこで、もう一度言います。夫は妻を、自分の体の一部のように愛しなさい。そして妻は、夫を心から尊敬し、従いなさい。
- エペソ人への手紙 5:33
これは、結婚が神聖な象徴であると同時に、日々の訓練でもあるとパウロが述べている方法です。神の模範は、従順と恵みの小さな行いへと具体化されなければなりません。
なぜ異なる命令があるのでしょうか？
パウロの分けられた勧め――夫には愛、妻には敬意――は、偶然でも文化的なものでもありません。それは、人間の本性と神の設計についての霊感による理解を明らかにしています。
夫たち ― 愛する（Agapaō）
男性は、優しさを欠いたまま導こうとする誘惑があるため、愛するように教えられています。堕落した世界では、男性の強さは容易に支配へと変わり、権威は思いやりを失うことがあります。キリストの愛――犠牲的で、自分を空しくする愛――は、すべての夫にとっての矯正と模範となります。
妻たち ― 尊敬（Phobeō）
女性には、尊敬するよう勧められています。なぜなら、女性は本来、感情面で養い育てる傾向がありますが、状況が不確かなとき、夫のリーダーシップを信頼し、委ねるとは限らないからです。尊敬とは、沈黙したり、間違ったことに従ったりすることではなく、むしろ神から与えられた男性の役割を一貫して尊ぶことです。それは、愛が育まれる雰囲気を強めます。
パウロの指示は相反する命令ではありません。それらは互いに補い合う必要です。愛は養い、尊敬は安定させます。どちらも異なる方法でキリストを反映しています。
愛と尊敬のバランス
この相互の均衡は、パウロが結婚の「奥義」と呼ぶもの、すなわち相違の中にある一致を保ちます。
· 夫が愛するとき、妻が敬意をもって応えるための安心感を生み出します。
· 妻が敬意を示すとき、夫が無私の愛をもって愛する決意を強めます。
これは心理的な策略ではなく、霊的な真理です。福音そのものも同じパターンに基づいています。キリストの愛が教会の畏敬の念を呼び起こし、教会の畏敬の念がキリストの愛に栄光を帰します。
したがって、結婚は贖いを生きた形で示すものとなります。それは完全さによってではなく、キリストと教会がそうするように、愛し、尊敬しようと絶えず努力することによってです。
恵みに満ちた現実主義
パウロの「それにもかかわらず」は、すべての夫婦がすぐに学ぶことを認めています――理想は、それを完全に生きる私たちの能力を上回っているということを。しかし、この現実主義は敗北主義ではありません。それは恵みに満ちています。
彼は、結婚が神聖なものを象徴する一方で、それが人間の弱さの中で実践されることを示しています。関係を安定させるのは、力や完全さではなく、キリストへの従順のうちに互いに愛し、尊重し続ける努力です。
なぜこれが重要なのか
結婚がしばしば社会的契約や感情的な都合として扱われる世界において、パウロは信者たちに、それが実際にはキリストご自身を模範とする聖なる契約であることを思い起こさせています。愛と尊敬は単なる礼儀正しい振る舞いではなく、日常生活において福音を示す礼拝の行為です。
夫が愛することを選び、妻が敬うことを選ぶとき、二人は人間関係に対する神の設計を証しします。それは家庭に平和をもたらし、キリストに栄光を帰し、世に対する証しとなるものです。だからこそ、パウロは理論ではなく実践をもって教えを結びます。「それにもかかわらず......彼女を愛し、彼を敬いなさい。」
